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白鳥映雪不屈の画魂・白鳥映雪不屈の画魂・
　左手で描き残したモノ　左手で描き残したモノ
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問　市立小諸高原美術館・白鳥映雪館　☎ 26-2070

　白鳥映雪館の回廊では、白鳥映雪が脳梗塞を患いな
がらも、不屈の精神で左手を用いて制作した作品や関
連資料を展示しております。
　中でも注目は、回復直後に執筆され、後に発刊され
た従軍体験記『幾山河』の原稿やスケッチです。映雪
が中国での記憶を辿りながら描いた筆跡からは、当時
の生々しい息遣いが感じられます。特に中条山脈と仏
塔を描いたスケッチは、臨場感に満ちています。
　本展の会期中のみの特別公開となりますので、ぜひ
この機会に白鳥映雪館まで足をお運びください。

　今の季節、小諸で草地に一番多いのはヒメウラナ
ミジャノメだ。地味なチョウだが、よく見れば裏面
はとても美しいチョウだと思う。けれどあまりにも
普通だから、蝶好きにも見向きもされない気の毒な
蝶とも言える。
　タテハチョウ科の中のジャノメチョウの仲間で、
タテハチョウ科のチョウの中では一番小さい部類
だ。シジミチョウよりは大きいが翅

はね
を開いて 3 ～

4cm しかない。
　あまり写真を撮っていないが、よく見れば翅

はね
の裏

面の眼状紋がとても美しい。
　この大きさのジャノメチョウにはヒメジャノメと
コジャノメがいるが、裏面には眼状紋はあるが、さ
ざなみ模様はなく、さらに地味なチョウだ。昨年 6
月、庭に植えてあるネモヒラに来たのを撮影したが、
なかなか美しいチョウだと思った。

ヒメウラナミジャノメ

開催中開催中

▶期　間　5/26 ㈫ ～ 8/16 ㈰　9:00 ～ 17:00
▶会　場　白鳥映雪館　回廊
▶休館日　月曜日（7/10 ㈮～ 18 ㈯、7/21 ㈫は休館）
▶観覧料　一般 500 円 / 小・中学生 250 円
　　　　　※企画展の観覧料と共通


